
別紙様式２

【基本事項】

103

会計

10 款 1 項

3 目 細目

5 章

1 節

2 項

【事業目的】

【事業内容】

【事業コスト】

単位

千円

日

日

千円

千円

千円

千円

千円

千円

コストの
増減理由

　消耗品等の増

576 741

その他財源

一般財源 864

744 576 741

財
源

特
財

国・県補助金

717 744

741

主担当職員

864 717

地方債

その他職員

   事業費合計 864 717 744 576

Ｈ21決算 Ｈ22決算

費
用

費用合計

人
件
費
その他

Ｈ23決算 Ｈ24決算

意　図
（事業の狙
い）

 　オーケストラの演奏や演劇等、本物を鑑賞する機会を提供することにより、感性豊かな
児童生徒の育成に努める。

見直しの履歴

実施内容 　隔年で山響コンサートと演劇鑑賞を行う。

区　分 Ｈ20決算

総合計画の
位置づけ
(後期基本計
画)

「心豊かな人と文化を育むまち」づくり

学校教育の充実

「まなびの力」の育成

対　象
（誰、何を）

　児童生徒を対象にした芸術（コンサート・演劇）鑑賞会

根拠法令 町条例・要綱等

予算
科目

一般会計

科目
教育費 教育総務費

教育振興費

担当課 教育課 担当名 総務管理・学校教育担当

事業期間 □単年度　■単年度繰返（昭和54年度開始）　□期間限定（　　　年度～Ｈ　　年度）

事業評価シート

№4

管理番号 事業名 芸術鑑賞教室 評価時期 平成25年5月



【項目別評価】（Ａ高～Ｄ低）

A A A

【内部総合評価と改善計画】

ランク

【外部評価と評価委員意見】

　　縮小 ← 成果 → 拡大

外部評価 外部評価委員意見

A 　生きた音楽や芸術を鑑賞することで、心豊かな人間性を育むことができるため、今
後も継続して実施すべき事業である。

町民・議会等の
要望・時期等

今後の方向性 □廃止　□休止　□終了　□統合　■継続　□一部見直し　→ 見直しの方向性

改善計画

減
↑

費
用
↓

増

　本物の芸術を間近に鑑賞するこ
とにより、感性豊かな児童生徒を
育む情操教育の場になっている。

　経費のほとんどが委託料と輸送
バスの経費である。

　本格的なオーケストラの演奏や
演劇を鑑賞することにより、児童
生徒に大きな感動を与えるととも
に、豊かな心の醸成に結び付い
ている。

Ａ:計画どおり事業推進が適当　　　　Ｂ:事業の進め方に改善が必要
Ｃ:事業規模、内容等の見直しが必要　Ｄ:事業の統合、休・廃止が必要

総合評価と理由
  本物を鑑賞できる数少ない事業であり、感性豊かな児童生徒を育む情操
教育の場となっていることから、今後も継続すべき事業である。 A

民間と競合している
町民負担を見直す余地が
ある

継続実施しても成果向上
の余地がない

理由 理由 理由

住民ニーズが低下、または
サービス過剰

従事人数を節減する余地
がある

対象を見直す余地がある

国・県事業と重複 事務改善の余地がある
成果向上のために事業内
容を見直す余地がある

妥当性
（行うことは適当か）

効率性
(削減余地がないか)

有効性
(成果が向上しているか)

当初の目的を達成している
事業費を節減する余地が
ある

上位施策にあまり貢献し
ていない


